
第４学年道徳学習指導案

日 時 平成２１年１１月２０日（金）２校時
対 象 ４年生（男１８名 女１３名 計３１名）
指導者 橋本 由香利

１ 主題名 わたしのまち（郷土愛 ４－（５））
２ 資料名 よみがえった街並み（自作資料 ４年）
３ 主題設定の理由
（１）価値について

学習指導要領第３章，道徳の内容の第３学年及び第４学年の内容の４「主として集団や社会に関
すること」の（５）に「郷土の伝統と文化を大切にし，郷土を愛する心をもつ。」とある。この内
容は，地域社会の一員であるという自覚をもち，郷土を大切にする心や態度を育てようとするもの
である。低学年の４－（５）「郷土の文化や生活に親しみ，愛着をもつ。」を発展させたものであ
り，高学年の４－（７）「郷土や我が国の伝統と文化を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を
愛する心をもつ。」へ発展していくものである。
「郷土の伝統と文化を大切にする」では，まず，自分が生きて育っている郷土の伝統と文化につ

いて知ることがベースとして必要になる。関心をもち理解を深めていくことにより，郷土を愛する
心が育つものであると考える。また，郷土の伝統と文化が，先人の苦労や努力により，受け継がれ
てきたものであることを中学年なりに理解することが大切である。「郷土を愛する心をもつ」とは，
先人の郷土を思う心を知り，郷土のよさやありがたさに触れたとき，自分の心の中に郷土を愛し，
よりよくしていこうとする心が芽生え，さらに発展させていこうという心情をもつということであ
る。郷土の自然の美しさ，伝統や文化の素晴らしさにふれる体験を多くもちたい。
この期の児童は，積極的に子供会や地域のお祭りに関わっている児童と，家の中にこもりあまり

積極的に郷土の自然や人々と触れあおうとしない児童に二分される。このような子ども達に自分の
地域を支える人々の工夫や苦労に触れながら，郷土を大切にすることはどういうことなのかを気づ
き，考えさせていきたい。

（２）児童について
省略

（３）資料について
本資料は，４００年の歴史をもち，盛岡でも由緒ある商店街として戦前まで繁栄してきた材木町

商店街が，新興商店街の台頭や車社会への対応の遅れから商店街としての存在感や活気を低下させ
てしまったが，協力して近代化を図り街作りを進めることにより，再生を可能にしたという内容で
ある。
身近な街の人たちの工夫や努力，苦労を重ねながら，再生を図った現在の街作りについて知るこ

とで，自分たちの地域のよさを見つめ，自分がどう地域と関わっていったらよいかを考えるのに適
した資料である。

（４）指導の態度
「気づく」段階では，よ市の映像を見せ，資料を提示していく。
「深める」段階では，よ市の買い物についていくのを面倒だと思う智子の気持ちに共感させ，地
域のことには関心を示していないことを押さえたい。次に，母と岩淵さんの会話から，材木町の
歴史を初めて知り驚いたり何も知らなくて恥ずかしい気持ちになったり，材木町の街作りの話し
合いの様子から街作りにかける材木町の人たちの思いをしっかり感じ取ったりしていることをと
らえさせたい。「つかむ」段階では，自分から地域に積極的に関わろうとしていることを押さえ
たい。
「広げる」段階では，材木町以外の盛岡市内の他の地域でも街並みを大切にしていることや文化
と伝統を守り，発展させていこうとしている人たちがいるということを気づかせ，さらに，これ
から自分の地域の活動にどのような気持ちで関わっていくのかという発表をさせまとめたい。



４ 全教育活動における本時の位置づけ ４年 ４の（５） 郷土愛

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
学 校 始業式 児童総会 開校記念講演 市内陸上 始業式 児童総会 校内マラソン 学校公開 終業式 始業式 スキー教室 卒業式

/ 入学式 運動会 参観日 記録会 学校参観日 市内球技大会 大会 誕生集会 誕生集会 ６年生を送る会 修了式
学 年 １年生を迎える会 誕生集会 終業式 参観日 市内連合 学校参観日 参観日
行 事 交通安全教室 感謝集会 音楽会

各 音楽「日本の音楽に親しも 図工「木々をじっと 国語「調べて発表しよ 社会「昔の暮らしとまちづく 国語「調べたことを知らせよう」
教 う」 見つめて」 う」 り」「わたしたちの県
科 ・岩手の民謡「南部牛追い ・地域や学校内の木 ・学区の文化財などか のまちづくり」 ・まちづくりや歴史についてさらに調べた

歌」を鑑賞し，昔の人々 々を見つめ，その ら，街作りの工夫な ・盛岡市や岩手県の歴史やよ ことを，写真や絵を使って，分かりやす
の暮らしぶりや牛や馬と 風景を描き，緑の どについて分かり， さに気付き，それを支える く発表する。郷土と自分との関わりにつ
共にあった生活のことを 多い地域であるこ 地域を大切にする心 人々の工夫や苦労を分かり いての考えをもち，ふるさとを大切にし
知らせる。 とに気づかせる。 情を育てる。 地域を大切する心情を育て ようとする心情を育てる。

る。

第１時（６月） 第２時（１１月）
資料名 石わりさくら－藤村益治郎（学研） 資料名 よみがえった街並み(自作)

道 指導要領の内容４－（５） ねらい ふるさとの宝を守っていこうとする人 ねらい 地域 の人たちの街づくりに対する思い 郷
徳 郷土の伝統と文化を大切 を知り，地域のことを考えようとする気 や努力を知り，地域のよさを大切にして
の にし，郷土を愛する心をも 持ちを育てる。 いこうとする気持ちを育てる。 土
時 つ。 反省 反省
間 愛

総 さんさ踊りを踊ろう 盛岡や岩手の先人を知ろう 盛岡ぐるっと橋めぐり これからの盛岡
合学 ・盛岡の伝統文化のさんさ ・盛岡や岩手の先人について，小学 ・橋と周辺の文化財や町並みを巡って ・盛岡の各地域の街をどんな街にしてい
的習 踊りを習い，楽しく踊っ 校時代のことや大人になってから 調べ，そのよさに気づかせる。 きたいか考え，これからも守り伝えて
なの て，文化に親しむ。 のことを調べる。先人の功績を知 ・盛岡の歴史や土地の様子をわかり， いきたいこと，新しくしていきたいこ
時 （運動会で披露する） り，先人を支えた人々や郷土につ 盛岡に愛着をもち，歴史や伝統を守 とを考え，自分たちにできることを考
間 いて大切にしようとする心情を育 り続けようという心情を育てる。 えて実践しようとする態度を育てる。

てる。

特
活 児童会活動（年間を通して） 親子見学会（岩手大学） 子供会行事（年間を通して） 感謝集会 児童朝会 朝読書 （年間を通して）
・ ・材木町のお祭り，子供御輿の意 ・岩手大学農業教育資 ・地区子供会の行事 ・自分は地域の方々や周りの ・「一本の樹」 ・郷土や自然に関わる本を
行 義をよく分かり，積極的に参加 料館を親子で見学し の意義を考え，進 方々に支えられて生活して を歌うなか 興味をもつように読ませ
事 する。 地域にある施設と宮 んで参加しようと いることを自覚し，その方 で，学区や る。
・ ・チャリティコンサートの意義を 澤賢治の功績を知り する態度を育て 々に感謝の気持ちをもち， 学校の木の ・お互いにどんな本を読ん
日 分かり，心を込めて呼びかけた 自分の地域に目を向 る。 地域に関わっていこうとす 歴史を考え でどんな感想をもったの
常 り演奏したりする。 けさせる。 る心情を育てる。 させる。 か，交流しながら地域の
生 ことを考える心情を育てる。
活

情報教育 環境教育（年間を通して） ボランティア教育（年間を通して）
・盛岡や岩手の先人について，年表や作品などを，インターネットを使 ・学校美化の日，地域の奉仕活動や ・毎月行う VS 活動の意義を理解し
って調べる。 資源回収に積極的に参加し，地域 進んで取り組む。

・夏休みの自由研究で先人を取り上げ，インターネットなどを使い調べ の環境を守っていくために役立つ ・JRCの募金活動が世界の人々や自
て，その人の生き方について理解を深める。 ことを実践する。 然環境のために役立っていること

を理解し，積極的に活動する。



５ 本時の指導
（１）ねらい 地域の人たちの街作りに対する思いや努力を知り，地域のよさを大切にしていこうとする

心情を育てる。
（２）展開の大要

学習活動と主な発問 期待する児童の反応 指導上の留意点
（◆仮説にかかわる手立て）

気 １ よ市の映像を見せる。
づ ○よ市のどういうところが好 ・人がいっぱいいて，にぎやかなとこ ◆ねむのきノートに書かれてい
く きですか。 ろ。 る材木町のよさの一つ，よ市

・活気があるところ。 について発表する。ねむのき
４ ・売る人と買う人のあいだに，会話の ノートを活用する。
分 やり取りがあるところ。
２ 資料を読み感想を発表し

深 学習課題を確認する。
○資料を読んでどんな感想 ・智子のように僕も材木町の街作りの ・主人公の智子の気持ちに沿っ
をもちましたか。 ことを初めて知って驚いた。 た課題とする。

め ・最後に智子は何を考えたのかな。
智子が友だちをさそって，よ市へきてみようと言ったのは，どんなことを考えたからでし

ょう。
る ３ 智子の気持ちを中心に考

え話し合う。 ◆土曜日の自分の自由な時間を
①智子は，お母さんによ市の ・面倒くさいから，行きたくない。 気ままに過ごしている時に言
買い物についてきてと言わ ・お母さんがそんなに言うなら，仕方 われたので，行くのが面倒く
れて，どんな気持ちだった がないな。 さいという主人公の気持ちを，
でしょう。 ・よ市なんか毎週やってるから，別に 同じような経験がある子を指

珍しくもない。 名し，地域に関心を示してい
・いつだってやってる。 ないことを押さえたい。

②材木町がさびれた街だった ・でも，今は賑わっている。どうして ・ずっと今のような街だったと
時代があったことを岩淵さ だろう。 「いつもあるもの」と思って
んから聞いて，智子はどん ・４００年も前からある商人の街なの いたことがそうではなかった
な気持ちだったでしょう。 にさびれていたなんて信じられな という驚きと今は賑わいを見

い。 せているという疑問の気持ち
・そんな時があったなんてショック をもったことを押さえたい。
だ。

③材木町の街作りを行ってき ・材木町という街のことを一番に考え ・岩淵さんのような街作りのた
た話をする岩淵さんの顔を ていたのがすごい。 めに活動した人達がいるから，
見て，智子はどんなことを ・岩淵さんのような街作りのために活 今の材木町があり，続いてい
思ったのでしょう。 動した人達がいたから，今の材木町 ることを押さえたい。また，

があるんだ。 話し合いが難航した苦労や努
・岩淵さんは今の材木町のことをうれ 力についても触れる。
しく思っているんだな。
・街作りのためにたくさん話し合っ
て，大変だったろうな。

つ ❹智子が友だちをさそってよ ・この街のいいところをもっとい ・智子が自分から積極的に地域
か 市へ来てみようと言ったの っぱい見つけて，この街をもっ に関わろうとしていることを
む は，どんなことを考えたか と好きになりたい 押さえたい。

らでしょう。 ・街作りにかけた材木町の人たち
29 の思いを，みんなにも教えたい。
分 ・この街作りの工夫をもっといっ

ぱい見つけたい。

広 ４ 自分の生活についてふり ◆街作りにかける努力をしてい
げ 返る。 ・盛岡の他の地域にもある。それぞれ る人達は，他の地域にもいる
る ○街を守り伝えようとしてい の地域のよさを守ろうとしている。 ことを確認する。さらに，自

る人達を知っていますか。 ・冬に行う夜回りなどに積極的に参加 分はこの学区でどう地域と関
10 ○自分たちは，どんなことが したい。 わっていくのかねむのきノー
分 できそうでしょう。 ・行事の歴史をわかって参加したい トに書き，発表させたい。
まと ５ 街についての CDを聞く ・歌詞に注意してしみじみと聞
める ○今日の学習の街のことの歌 かせたい。
２ があります。
分
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７ 資料分析

（出典 自作資料 ４年）
資料名 よみがえった街並み ねらい 地域の人たちの街作りにかける思いや努力を知り，地域のよさを大切にしようとする

気持ちを育てる。

場 母によ市の買い物に一緒に行く 母と岩淵さんとの会話から，材 材木町の街作りのための話し合 材木町の街作りの工夫や努力が
面 ように言われて，面倒くさがって 木町が４００年も続く商人の街で いの様子を思い浮かべている場面 分かり，材木町を見回している場

いる場面 歴史がある街と初めて知る場面 面

外 ・「よ市で買った物を運ぶのが大 ・「江戸時代から４００年以上も ・歴史と伝統のあるこの街。 ・材木町をもう一度，見回しまし
的 変なの。」 続く商人の街なのですよ。」 ・このままではいけない。 た。
状 ・早く終わらないかなと思いなが ・意見の対立を解決するためには
況 ら。 話し合うしかない。

主 郷 土 愛
人 郷 土 愛
公
の

心 感 動
の 驚 き
動 めずらしくない
き 大変，悩み

面倒くさい 恥ずかしさ
もう無理

児 ●面倒くさいから，行きたくない ○すごく驚いた。 ○いろいろあったけれど，やっぱ ○この街のいいところをもっとい
童 ●お母さんがそんなに言うなら ○４００年も前からある商人の街 りこの街のためにという思い っぱい見つけて好きになりたい。
の 仕方がない。 なんて知らなかった。 が，いつもあった。 ○街作りにかけた材木町の人たち
反 ●よ市なんか毎週やっているから ○どの街にも歴史があるのかもし ○街作りにかける材木町の人の思 の思いをみんなにも教えたい。
応 めずらしくない。 れない。 いは熱くてすごいけど大変そう ○この街作りの工夫をもっといっ

●いつだってやっている。 ○何にも知らなくて恥ずかしい。 ○駐車場の土地を街作りのために ぱい見つけたい。
出すことは，本当に悩んだろう

発 智子はお母さんに，よ市の買い 岩淵さんの話から，材木町の歴 材木町の人たちは，どんな思い 智子が友達を誘って，よ市へ来
物についてきてと言われてどんな 史を初めて知った智子はどんな気 で，材木町の街作りを行ってきた てみようと思ったのは，どんなこ

問 気持ちだったでしょう。 持ちでしょう。 のでしょう。 とを考えたからでしょう。
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町

で

カ

メ

ラ

屋

を

し

て

い

る

岩

淵

さ

ん

で

す

。

二

人

の

話

は

続

い

て

い

ま

す

。

智

子

は

、

早

く

終

わ

ら

な

い

か

な

と

思

い

な

が

ら

、

話

を

聞

く

と

も

な

く

聞

い

て

い

ま

し

た

。

「

こ

の

活

気

を

見

て

い

る

と

う

れ

し

く

な

っ

て

く

る

ん

で

す

よ

。

こ

の

活

気

が

よ

み

が

え

る

ま

で

に

は

、

大

変

な

苦

労

が

あ

っ

た

の

で

す

よ

。
」

岩

淵

さ

ん

の

話

は

続

き

ま

す

。

「

昭

和

三

十

年

代

、
こ

の

材

木

町

は

、
平

日

は

も

ち

ろ

ん

、
土

日

に

な

っ

て

も

人

通

り

が

少

な

く

、

さ

び

し

い

町

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

す

。

江

戸

時

代

か

ら

四

百

年

以

上

も

続

く

、

材

木

を

商

っ

て

い

た

商

人

の

街

な

の

で

す

よ

。

歩

道

も

な

く

て

、

せ

ま

い

道

路

の

ま

ま

だ

っ

た

の

で

、

お

客

さ

ん

に

と

っ

て

は

不

便

だ

っ

た

こ

と

で

し

ょ

う

。

次

第

に

、

あ

ぶ

な

く

て

暗

い

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

の

街

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

す

。
」

智

子

は

、

こ

の

材

木

町

が

四

百

年

も

前

か

ら

続

く

伝

統

の

あ

る

街

だ

と

初

め

て

知

り

、
（

江

戸

で
ん

と
う

時

代

か

ら

続

い

て

い

る

街

だ

っ

た

ん

だ

。

さ

び

し

い

街

に

な

っ

た

と

言

っ

て

い

る

け

れ

ど

、

今

は

こ

ん

な

に

お

客

さ

ん

集

ま

っ

て

い

る

。

な

ぜ

か

な

。
）

少

し

ぎ

問

が

生

ま

れ

て

き

ま

し

た

。

「

こ

の

ま

ま

で

は

商

店

街

と

し

て

成

り

立

た

な

く

な

っ

て

し

ま

う

。
自

分

た

ち

の

先

祖

が

つ

く

り

、

せ
ん

ぞ

守

り

続

け

て

き

た

歴

史

と

伝

統

の

あ

る

こ

の

街

で

、

商

売

が

で

き

な

く

な

っ

て

し

ま

う

。

こ

の

ま

ま

で

は

い

け

な

い

。

街

の

人

た

ち

は

、

昔

の

よ

う

に

お

客

さ

ん

で

に

ぎ

わ

う

商

店

街

に

し

た



い

と

い

う

強

い

思

い

か

ら

、

新

し

い

街

づ

く

り

に

取

り

組

み

始

め

ま

し

た

。

ま

ず

、

お

客

さ

ん

が

た

く

さ

ん

集

ま

る

よ

う

に

歩

行

者

天

国

の

路

上

買

い

物

「

よ

市

」

を

始

め

ま

し

た

。

毎

週

土

曜

日

、

百

店

近

い

出

店

が

な

ら

び

、

に

ぎ

わ

う

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

次

に

、

商

店

街

を

利

用

す

る

お

客

さ

ん

の

た

め

に

共

同

駐

車

場

を

作

り

ま

し

た

。

ち

ゆ

う

し
や

じ

よ

う

さ

ら

に

、

お

客

さ

ん

が

安

心

し

て

買

い

物

が

で

き

る

よ

う

に

、

安

全

な

道

路

づ

く

り

に

取

り

組

み

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

歩

道

を

つ

く

る

た

め

に

は

、

土

地

が

必

要

で

す

。
道

路

に

面

し

た

商

店

に

歩

道

の

土

地

を

寄

付

き

ふ

し

て

も

ら

わ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

で

も

、

自

分

の

土

地

が

減

る

の

で

す

か

ら

、

な

か

な

か

う

へ

ま

く

い

き

ま

せ

ん

。

こ

の

考

え

に

反

対

す

る

人

が

い

る

の

は

当

然

で

す

。

一

人

で

も

反

対

す

る

人

が

い

た

ら

、

歩

道

を

つ

く

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

何

度

も

何

度

も

話

し

合

い

ま

し

た

。
『

お

客

さ

ん

が

安

全

で

安

心

し

て

買

い

物

が

で

き

る

よ

う

に

、

歩

道

を

つ

く

り

た

い

。
』
『

自

分

の

店

の

土

地

が

減

る

の

は

こ

ま

る

。
』

話

し

合

う

し

か

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

何

度

も

何

度

も

。
」

智

子

は

、

街

作

り

の

話

し

合

い

の

様

子

を

思

い

う

か

べ

ま



し

た

。

と

て

も

大

変

そ

う

で

す

。

話

し

合

っ

た

ら

す

ぐ

に

実

行

に

う

つ

せ

る

と

い

う

簡

単

な

こ

と

で

は

な

い

こ

と

が

、

分

か

っ

て

き

ま

し

た

。

こ

こ

ま

で

話

し

て

、

岩

淵

さ

ん

は

だ

ま

り

こ

ん

で

し

ま

い

ま

し

た

。

智

子

は

、

そ

れ

か

ら

ど

う

な

っ

た

の

か

続

き

を

知

り

た

く

な

り

ま

し

た

。

「

伝

統

の

あ

る

こ

の

街

を

、

な

ん

と

か

し

た

い

と

い

う

こ

の

気

持

ち

は

、

材

木

町

の

み

ん

な

が

思

っ

て

い

た

こ

と

な

ん

で

す

よ

。

だ

か

ら

、

も

っ

と

よ

い

方

法

は

な

い

か

と

夜

も

集

ま

り

、

話

し

合

い

を

重

ね

ま

し

た

。

や

っ

と

の

こ

と

で

街

の

み

ん

な

が

寄

付

を

し

て

く

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

こ

う

し

て

、

こ

の

歩

道

と

車

が

ス

ピ

ー

ド

を

出

す

こ

と

が

で

き

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

の

蛇

行

し

て

い

る

車

道

だ

こ
う

が

完

成

し

た

の

で

す

よ

。

見

て

く

だ

さ

い

。

に

ぎ

わ

っ

て

い

る

こ

の

よ

市

を

。
」

智

子

は

、

岩

淵

さ

ん

の

顔

を

見

つ

め

む

ね

が

熱

く

な

り

ま

し

た

。

そ

し

て

、

材

木

町

を

も

う

一

度

、

見

回

し

ま

し

た

。

人

が

行

き

交

い

活

気

の

あ

る

よ

市

。

店

を

出

し

て

い

る

人

と

お

客

さ

ん

の

会

話

が

楽

し

そ

う

で

す

。

さ

っ

き

畑

か

ら

と

っ

て

き

た

よ

う

な

土

の

つ

い

た

新

せ

ん

な

野

菜

を

売

っ

て

い

る

お

店

。

木

の

枝

で

作

っ

た

リ

ー

ス

を

売

っ

て

い

る

お

店

も

あ

え
だ

り

ま

す

。

こ

れ

も

、

よ

市

を

も

り

上

げ

よ

う

と

し

て

い

る

人

た

ち

の

工

夫

や

努

力

が

あ

っ

て

の

こ

と

で

し

ょ

う

。

ま

だ

ま

だ

あ

ち

こ

ち

に

、

街

作

り

の

工

夫

が

あ

り

そ

う

で

す

。

智

子

は

、

次

の

土

曜

日

に

は

、

友

達

を

さ

そ

っ

て

材

木

町

に

来

て

み

よ

う

と

思

い

ま

し

た

。


